
6月 7月 8月 9月 10月 11月

介護保険サービス・障がい者福祉サービス分野

事業名 事業説明（実績・結果）

㉞訪問介護/

介護報酬・

負担金

（１）令和６年４月に介護報酬の改定が行われ訪問介護の単価は下がったものの、処遇改善

　　加算率が上がったことから、前年度に比べて収入は増加する結果となった。

（２）新規利用者が増加する中、サービス提供にヘルパー職員の人材確保は、難しい状況が

　　続いた。

（３）職員の資質とサービスの向上を図るため、ミーティングや研修を定期に実施した。

・請求額状況 （単位：千円）

年度 4月 5月

34,064

・介護度別利用者人数 （単位：　人）

分類 4月 5月 6月 7月 8月 9月

3,091 3,038 2,927 2,829 2,877

12月 1月 2月 3月 合計

令和5 2,552 2,845 2,710 2,748 2,535 2,974

3,226 39,4273,256 3,641 3,272 3,514 2,955 3,013令和6 3,208 3,516 3,236 3,367

2,938

3,223

8 89要支援１ 0 0 0 12 9 9 10

合計10月 11月 12月 1月 2月 3月

24 24 16 33 307要支援２ 24 25 25 28 30 37 24 17

12 14 8 7

要介護２ 188 210 189 188 180 189

131 1,422112 141 127 121 112 113要介護１ 140 114 90 116 105

227 2,961要介護３ 246 286 297 264 247 244 256

2,252227 185 178 170 170 178

192 124 99 125 1,545要介護４ 45 122 132 125 155 139 143 144

246 224 224 200

合計 749 797 774 799 765 773

108 72643 56 32 49 38 108要介護５ 106 40 41 66 39

6月

令和5年度計 582 697 645 665 618 656 732

9,302857 763 802 700 713 810

（２）新規に２件の利用契約を結んだ。サービス利用者は精神に障がいのある方が多く、

　　生活状態の不安定な方も増加する傾向が見られた。そのため、最適な支援が提供でき

　　るよう相談支援員と連携をとりながら支援を進めた。

（３）職員の資質とサービスの向上を図るため、ミーティングや研修を定期に実施した。

・請求額状況 （単位：千円）

年度 4月 5月

734 703 685 686 712 8,115

12月 1月 2月 3月 合計7月 8月 9月 10月 11月

23,198

・障がいサービス別総人数 （単位：　人）

支援項目 4月 5月 6月 7月 8月

2,016 2,009 1,975 1,955 1,964 2,036

2,158 2,280 26,730

令和5 1,805 1,933 1,955 1,789 1,803 1,958

（１）令和６年４月に障害福祉サービスの報酬改定が行われ訪問介護の単価は下がったもの

　　の、処遇改善加算率が上がったことから、前年度に比べて収入は増加する結果となっ

　　た。

2,286 2,214 2,292 2,162 2,376 2,368

331 348 337 314 381 3,928

3月 合計

身体介護 323 312 302 315 305 323 337

9月 10月 11月 12月 1月 2月

令和6 2,211 2,130 2,073 2,180

432 460 446 413 489 5,288

108 1,360

合計 453 452 422 421 416 427 457

104 120 101 112 109 99家事援助 130 140 120 106 111

463 5,163434 453 461 461 436 417令和5年度計 381 443 444 390 380

㉟障がい児

者訪問介護/

障害福祉サー

ビス等報酬・

負担金
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事業名 事業説明（実績・結果）

㊱居宅介護

支援

　ケアマネジャーが、利用者の心身の状況や置かれている環境に応じた介護サービスを利用

するためのケアプランを作成し、そのプランに基づいて適切なサービスが提供されるよう、

支援を行った。

（１）課題の多い困難なケースに対して、適切な支援が提供できるように、初回の利用者に

　　はケアマネジャー２人が訪問し、適切な対応を行った。

（２）利用者が住み慣れた場所で最期まで暮らせるように医療職と連携しながら支援を行っ

　　た。また介護量の増加に伴い施設入所を希望される方が多く、在宅での看取り件数は減

　　少傾向となった。

（３）週１回ミーティングを行い情報共有を図るとともに、ケアマネジメント力の向上及び

　　業務の効率化を図るためのICT等の研修を行った。

・請求額状況 （単位：千円）

年度

2,269 2,074 2,281 2,248 27,464

令和5 2,148 2,231 2,365 2,326

合計

令和6 2,382 2,385 2,345 2,321 2,288 2,305 2,311 2,255

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

2月 3月 合計

総合事業 25 28 30 28 28 26

8月 9月 10月 11月 12月 1月

2,430 2,433 28,588

・介護度別利用者人数 （単位：　人）

分類 4月 5月 6月 7月

2,352 2,482 2,359 2,437 2,535 2,490

41 40 40 40 484

要介護２ 37 35 33 35

308

要介護１ 43 41 40 37 40 41 39 42

26 24 25 23 23 22

269

要介護４ 16 19 19 19 17 16 16 16

23 21 22 21 18 17

36 36 425

要介護３ 25 25 26 26 22 23

34 34 39 39 35 32

7 8 81

合計 154 156 154 151 148 147

7 7 7 6 6 5

18 16 18 18 208

要介護５ 8 8 6 6

158 158 157 156 1,810

(注)｢総合事業｣とは､介護予防・日常生活支援総合事業として要支援認定を受けた方及び

　基本チェックリストで事業対象者と認定された方が利用するプラン作成のこと。

1,775

令和5年度計 140 139 147 147 147 156 152 153

150 148 147 137 142 141

㊲障がい

者・障がい

児計画相

談、基幹相

談支援セン

ター

※基幹相談

（１）子どもをとりまく環境は、課題が多岐にわたっており、支援には幅広い見識が必要で

　　あるため、各種研修に参加し知識の習得に努めた。

（２）サービス事業所とともに、担当者会議や学校での個人懇談会などに出席し、課題解決

　　に積極的に取り組んだ。また、多くの経験と知識により、サービス事業所からの困難事

　　例等にも対応した。

（３）東員町の障がい者協議会に参画し、障害福祉サービスに対する現状報告や課題につい

　　て意見交換を行った。

（４）障がい者協議会の実務者会議では、個別の支援計画について相談し、利用者の課題解

　　決に努めた。

　障害福祉サービスや基幹相談業務を通して、障がいのある方等に日常生活の支援を行っ

た。

（５）月1回の当事業所内のミーティングにおいて、業務の進捗や重要な情報を共有した。

町受託

障害福祉
サービス
等報酬
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事業名 事業説明（実績・結果）

㊲障がい

者・障がい

児計画相

談、基幹相

談支援セン

ター

※基幹相談

区分 実人数

障害の種別

身体

障害

重症心

身障害

知的

障害

精神

障害

発達

障害

0 0 38

注、障害は重複する場合があるため、種別の合計は実人数と一致しません。

1 0 48

障がい児 35 0 3 7 2 26

高次脳

機能障
その他 合計

障がい者 41 12 3 18 14 0

24 539 119 1,631

・特定相談支援月別実績（障がい者） （単位：人）

個別支

援会議

関係

機関
その他 合計

支援件数 284 98 7 546 14

支援方法 訪問 来所 同行 電話
電子

メール

0 2 0 0 0 2

3月 合計

新規 0 0 0 0 0 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月区分 4月 5月 6月 7月 8月

0 0 0 0 0 0

3 24

変更 0 0 0 0 0 0 0

2 4 0 1 3 2更新 2 1 1 3 2

合計 8 5 11 9 5

10 3 4 7 8 7ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 6 4 10 6 3

15 106

令和5年度計 7 5 10 9 7 13 6

12 7 4 10 11 9

12 80

11月 12月 1月 2月 3月 合計

・障害児相談支援月別実績（障がい児） （単位：人）

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

6 7 8 8 12 98

4 1 1 1 6 33

0 4

更新 2 3 3 3 1 5 3

1 0 2 0 1 0新規 0 0 0 0 0

4 6 6 7 5 51

0 0

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 3 6 3 1 2 6 2

0 0 0 0 0 0変更 0 0 0 0 0

13 8 7 7 11 108

11 88

令和5年度計 9 7 10 8 6 12 10

12 5 10 7 8 8合計 5 9 6 4 3

12月 1月 2月 3月 合計

令和6 8,982 9,441 8,995 8,918

6月 7月 8月 9月 10月 11月

㊳通所介護/

介護報酬・

負担金

　要介護認定を受けた要支援1から要介護5までの利用者の入浴、食事、排泄、運動の日常生

活動作の介助を行い、身体機能の維持向上に向け、住み慣れた場所で生活が継続できるよう

に支援を行った。

（１）備品の経年劣化により、更新及び修理を行った。（ベッド2台、車椅子用体重計1台、

　　厨房機器3点、リハビリ機器2点）

（２）法令に定められた研修を8回行い知識力を高めた。（コンプライアンス、プライバシ

　　ー保護、接遇、認知症ケア、入浴、事故、緊急時の対応、身体拘束、虐待等）

・請求額状況 （単位：千円）

年度 4月 5月

106,4569,182 9,165 9,477 8,018 8,537 9,449

7,919 7,274 102,169

令和5 8,268 9,265 8,984 8,746 8,330 9,035

8,805 8,718 9,191 8,683 8,018 7,225

（３）認知症の方の入所や感染症で入院された方が複数名発生し、登録者数の変動があっ

　　た。

・相談支援利用者数 （単位：人）

・相談支援の方法 （単位：件）町受託

障害福祉
サービス
等報酬
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事業名 事業説明（実績・結果）

㊳通所介護/

介護報酬・

負担金

・介護度別利用者人数 （単位：人）

分類 4月 5月 6月 7月 8月

11 10 6 7 6 166

3月 合計

事業対象者 17 19 19 16 18 17 20

9月 10月 11月 12月 1月 2月

33 38 34 39 33 368

2 38

要支援２ 30 34 24 33 21 19 30

4 4 4 4 0 0要支援１ 4 4 4 4 4

308 276 217 232 230 3,071

215 2,648

要介護２ 228 258 237 241 250 277 317

223 241 233 210 186 205要介護１ 233 243 231 202 226

82 67 69 76 66 1,118

101 1,578

要介護４ 117 101 95 109 126 110 100

113 123 116 115 114 105要介護３ 157 168 184 157 125

816 768 671 710 703 9,563

50 576

合計 847 885 845 814 817 810 877

47 42 29 48 45 46要介護５ 61 58 51 52 47

874 9,952812 851 862 873 748 798令和5年度計 782 879 830 836 807

事業対象者とは､基本チェックリストの結果､心身機能の衰えによる生活機能の低下(注)

がみられると町が判定した方

3月 合計

令和6 7 8 10 6 8 6 7

9月 10月 11月 12月 1月 2月

㊴日中一時

支援

　障害者総合支援法の地域生活支援事業の一部である日中一時支援事業を実施し、重度の障

がいのある方の日中における活動の場を提供した。

・利用者状況 （単位：人）

年度 4月 5月 6月 7月 8月

9 8 6 9 106

㊵短期集中

訪問型サー

ビスC

　町からの受託事業である短期集中訪問型サービスCの事業は、身体機能の低下はみられる

が、短期間に集中的な支援により改善が見込まれる方を対象として専門職員が訪問指導を行

う事業で、今年度は４人の利用があった。

・利用者状況 （単位：人）

年度

令和5 12 8 8 11 8 11 8 8

8 5 3 2 6 76

合計

令和6 0 0 0 0 0 0 0 0

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

0 0 0

㊶短期集中

通所型サー

ビスC

　短期集中通所型サービスCの事業は、要支援認定者及び要介護状態になるおそれのある事

業対象者が要介護状態になることを予防するため、これらの状態に応じた短期集中の通所型

サービス事業である。しかし、地域包括支援センター又はケアマネジャーからの依頼はな

く、事業の実施はなかった。

0 0 0 0 0 0

0 0 0 4 4

令和5 0 0 0 0

町受託

町受託

町受託
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事業名 事業説明（実績・結果）

・専門職派遣回数

㊷通所型

サービスB事

業

　高齢者等が地域で介護予防や生活支援サービスを受けることができるよう、介護の専門職

やボランティアを活用し、高齢者やその家族が気軽に立ち寄り、相談できる包括的な集いの

場所の提供を行った。

　麻雀：24回、リズム体操：24回、百歳体操：12回、ジョイサウンド体操：12回

・利用者人数 （単位：人）

111 86 91 123 114 1,233

3月 合計

令和6 100 107 99 101 88 109 104

9月 10月 11月 12月 1月 2月年度 4月 5月 6月 7月

4月 5月 6月

91 68 87 80 46 99令和5 66 84 75 82 66

2 17

年度

・利用者人数 （単位：人）

㊹地域ﾘﾊﾋﾞﾘ

ﾃｰｼｮﾝ活動支

援事業

　地域ケア会議へアドバイザーとして理学療法士を派遣し、専門職として事例に対する意見

を述べた。なお、地域で行なわれる介護予防の指導者派遣については、町からの依頼はな

く、事業の実施はなかった。

年度 4月 5月 6月 7月 8月

0 0 2 2 1 2

1月 2月 3月 合計

令和6 2 2 2 2 0

7月 8月 9月 10月 11月 12月

㊸地域活動

支援セン

ター

　障害者総合支援法に規定する地域生活支援事業の一部である地域活動支援センター事業を

実施し、障がいのある方に趣味の活動と他者との交流や情報収集の場を提供し、障がいのあ

る方の支援を行った。

1 1 0 1 0 7

3月 合計

令和6 1 1 0 1 1 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月

8月

103 947

町受託

町受託

町補助
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